
 

 

 

 

 

  
 

 

福岡県社保協 第 28期定期総会開催 
「平和、社会保障、憲法の理念を活かして」アピールを確認しました 

 

 

 

各団体、地域社保協より活動を報告し議案を補強！ 
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福岡県社会保障推進協議会 
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E-mail syaho@f-kenren.or.jp 

記念学習では、愛媛大学の鈴木靜教授より、「人権としての社会保障の確

立を目指して」と題し講演をいただきました。 

総会開催にあたり、田村昭彦会長の挨拶があり、コロナ禍で、対面で会え

ない状況が続くなか、対面で開催できることの重要性について述べました。 

運動面では、コロナ禍で見てきた社会保障の脆弱性について、保健所の問題

に触れ指摘しました。また、政府与党が、年間に患者さんが窓口で支払う医

療費、5兆円の負担よりも多い軍事費を増やそうとする問題に触れ、今こそ

社会保障の充実が大切であると強調されました。 

６月 4日、福岡県社保協第 28回定期総会を 40名の現地参加と 3名WEB参加で開催しま

した。新型コロナウイルス感染症対応のため、26回 27回総会はＷＥＢを使った総会となりま

したが、今回は 2年ぶりの対面での総会開催となりました。 

挨拶をする田村昭彦会長 

「日雇い労働者無料歯科健診につ

いて」歯科保険医協会七里さん 

「生活保護・コロナ困窮電話相談会

について」北九州社保協岡本さん 

「継続した自治体キャラバンの

取り組みについて」筑後地区社

保協貫橋さん 

「働く高齢者の労災問題につい

て」県労連渡邉さん 

「建設労働者と社会保障制度の重

要性について」福健労山中さん 

「水害への継続した支援活動に

ついて」大牟田社保協松尾さん 

⇒裏面に続く 



各議案拍手で承認されました そして、岡崎さんお疲れ様です。 

 

 

 

 

 

 

記念講演 「人権としての社会保障の確立を目指して」 

                  愛媛大学法文学部 鈴木 靜 教授 

 

 

 

総会は、総括・方針・決算・予算について確

認されました。また事務局の退任について、西

村事務局長、上假屋事務局次長、吉原事務局次

長、草野事務局長、そして、長きに渡り県社保

協に貢献いただいた、岡崎事務局次長について

確認されました。退任の事務局を代表して、歯

科保険医協会の岡崎さんに幹事会から、感謝状

と記念品を贈呈しました。当日岡崎さんが参加

できなかったため、代理で歯科保険医協会の寺

本副会長に授与いただきました。 

 

感謝状を贈る県社保協田村昭彦会長（右）

と歯科保険医協会寺本副会長（左） 

講演の冒頭、コロナ禍で多くの人権に係る問題が顕在化したことに触れ、その中でどのように

日本の社会保障制度が改革されようとしているのか、本来の社会保障制度の理念について講演い

ただきました。また、国連の現在の動向から、「国際的には基本的人権がシステムになってきて

いるが、日本がまだ遅れている」ことについても課題を指摘しながら講演いただきました。 

 講演後、会場からも積極的な質疑がだされ、国連の動きについて知らなった、勉強になったと

いう感想が上りました。 

 


